
 各教科等の授業においては、「学力の向上」はもちろん、「子ども
の自尊感情の向上」や「学級集団の親和性の向上」も意識しなが
ら展開していくことが大切です。そのためには、教師は子どもたち
の姿を見取り、その背景を洞察し、適切な手立てを選択し、実行す
るというコーディネートが必要になります。ここでは適切なコーディ
ネートを行うためのポイントを挙げています。 

教師の授業中のコーディネート 福島県教育センター 

まず一問一答から脱却しましょう。 

意図的指名をしましょう。 ペアで話し合わせましょう。 

課題の工夫を。 

確実な見取りを。 何を話し合わせるのか、焦点を絞って。  
・「Ａ君は何て言ったの？」 
・「Ａ君はなぜそう言ったと思う？」 
・「Ａ君の意見に賛成？反対？」 
・「みんなはどう考えたかな？」 

 
・「Ｂ君もＡ君と同じ考えだったけど付け   
  加えることはある？」 
・「Ｃさんは別な考えがあるみたいだよ。  
  説明してくれる？」 

子ども同士で話し合わせましょう。 

意見を広げたり、つないだり
しましょう。 
思考過程を引き出して。 話し合う力を育てて。  
・「Ｂ君、今Ａ君が言ったことわかった？もう 
  一度説明してくれるかな。」 
・「ＣさんはＡ君の意見についてどう思う？」 

 
・「みんなはＡ君の考えについて、どう思 
  う？自由に話し合ってみて。」 

コーディネートの８つのポイント 

 コーディネートの８つのポイントです。最初から「分かる、
できる」だけを求めず、①～⑦を十分に踏まえることが大
切です。授業の中では下のような場面で特に重要です。 
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